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『第９回同窓生の集う会』仙台開催のご案内

　皆様方には、毎日健康でお過ごしの事とお喜び申し上げます。

さて、過日開催の同窓会理事会にて、第９回同窓生の集う会を、私ども八戸工業大学
同窓会・東北支部が担当し、杜の都仙台の地で開催することが決定致しました。

すでに仙台に来られた事の有る方・無い方がおありでしょうが、是非ともご参加頂き、
母校の懐かしい先生・同級生・先輩後輩の方 と々、さらなる友好を深めてみません
か？きっとすばらしい出会い・感動があると思います。友人・知人・先輩・後輩等お
誘い合わせの上、ご家族も含め、皆さんで是非ともご来仙下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北支部一同

◎日時　２００９年９月１２日（土）第一部17：00～  第二部18：00～

◎場所　仙台サンプラザ　宮城県仙台市宮城野区榴岡5-11-1 TEL.022-257-3333

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.sendai-sunplaza.com/hotel.html

◎会費　６，０００円

◎懇親会での主なイベント

　　　　・講演：川尻哲郎氏（プロ野球解説者）
　　　　　　　　　☆プロフィール アマ日本代表→阪神→近鉄→楽天とプロ生活１１年

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノーヒットノーラン 1998年5月26日中日戦（倉敷）

　　　　　　　　　　　　　　　　　同年オフの日米野球でＭＬＢ選抜を０点に抑える好投！

　　　　・余興：『すずめ踊り』、『シャンソン歌手による歌唱』他

◎その他

　　　　・２次会も設定しています。

　　　　・参加者全員にお土産があります。

　　　　・宿泊施設の紹介もあります。

　　　　・当日は『定禅寺ストリートジャズフェスティバル』も開催中です。

　※予定表・携帯・手帳等へのスケジュールで、何卒参加願いたく存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宜しくお願い申し上げます。

9月12日
仙台で待ってるよ！！

日時　平成２１年１０月１０日（土）　１８時３０分より総会及び懇親会

場所　活魚海鮮料理・季節一品料理　「よし庵」
 函館市亀田町17-22 電話　０１３８－４２－７６１１
 （国道５号線沿い、五稜郭駅から約１ｋｍ函館駅寄り、大野新道入口バス停前）
会費　４，０００円

参加予定　　同 窓 会 長　白川　直人（建築）　函工卒
　　　　　　北海道支部長　大道　宏満（電気）　大学教職員

＊参加及び不参加の連絡は、道南分会事務局　山本浩道（土木９期・帝都建設勤務）
　（函工卒）まで、ＦＡＸ及びＰＣ及び携帯へのメール等でお願いします。
ＰＣ　h-yama@yk-teito.co.jp 携帯　090-8903-7905 　eng-architect@docomo.ne.jp
帝都建設㈱　電話 0138-43-3100　 FAX 0138-43-9670 　締切　９月１５日位迄です。

第４回八戸工業大学同窓会　北海道支部道南分会総会のご案内第４回八戸工業大学同窓会　北海道支部道南分会総会のご案内第４回八戸工業大学同窓会　北海道支部道南分会総会のご案内

メールマガジン会員
登録のご案内

登録手順1　仮登録
　普段お使いの携帯電話もしく
　はパソコンから、下記アドレ
　ス宛に空メールを送信します。
　携帯電話をご利用の場合、Ｑ
　Ｒコードからのアクセスが可
　能です。
　hams@a1umni.hi-tech.ac.jp
登録手順2　本登録
　空メールを送信した携帯電話
　もしくはパソコンに、自動で
　返信メールが届きます。返信
　メールの本文中にあるＵＲＬ
　にアクセスすることで本登録
　が完了します。
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平
成
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十
年
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八
戸
工
業
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学
同
窓
会　

事
業
報
告 

及
び 

決
算
報
告

＜本部＞ 一般会計
　収入の部

項　　目 予算額 決算額 差　異

6月21日 （土） 　定例代議員会 18時30分 会費 8,780,000 8,640,000 △ 140,000

　大学OB対抗ゴルフ大会 7時00分 雑収入 40,000 52,792 12,792

　大学会OB交流会 18時00分 前年度繰越金 9,418,297 9,418,297 0

　本部総会北海道開催（北海道支部主催） 収入総計 18,238,297 18,111,089 △ 127,208

第一部記念講演 17時30分

第二部集う会 19時00分 支出の部

9月30日 （火） 　同窓会報（第14号）発行 項　　目 予算額 決算額 差　異

費議会分00時51会事理例定　）日（日91月01 600,000 238,000 362,000

11月17日 （月） 　工大グループ同窓会連絡会 18時30分 旅費交通費 1,100,000 811,300 288,700

費刷印祭願祈全安ータンセアィデメ）金（日31月2 900,000 672,000 228,000

費信通）木（日91月3 1,900,000 1,384,974 515,026

係関部支分00時41会事理例定　）木（日91月3 1,400,000 980,510 419,490

運営費関係 500,000 31,185 468,815

分会助成費関係 1,800,000 831,622 968,378

＜分会＞ 業務委託費 300,000 0 300,000

積立金 2,000,000 2,000,000 0

係関費弔慶容内業事日　月 500,000 287,295 212,705

5月8日 （木） 　東北支部幹事会 19時00分 予備費 7,238,297 623,410 6,614,887

5月10日 （土） 　水交会役員会 17時30分 支出総計 18,238,297 7,860,296 10,378,001

5月24日 （土） 　学匠会幹事会 18時30分

6月28日 （土） 　秋田支部総会 18時30分

7月19日 （土） 　東北支部総会

ボーリング大会 15時00分 特別会計

懇親会 18時00分 項　　目 予算額 決算額 差　異

　蒼峰会役員派遣 18時00分 当期積立金 2,000,000 2,000,000 0

8月2日 （土） 　シビル会幹事会 18時00分 前年度繰越金 14,000,000 14,000,000 0

懇親会 19時00分 計 16,000,000 16,000,000 0

8月30日 （土） 　北海道支部幹事会 16時00分

　本部総会北海道開催 19時00分 収入総計（決算額）－支出総計（決算額）=次期繰越金　 10,250,793円　

10月6日 （月）
　福田苫米地線橋梁補修工事
　現場見学会（シビル会）

10時00分

10月12日 （日） 　いも煮会（蒼峰会） 19時00分

10月18日 （土） 　うみねこ会懇親会 18時00分

11月7日 （金） 　橋本教授講演会・祝賀会（拓北会）

平成20年度の監査の結果、上記のとおり相違ない

11月22日 （土） 　拓北会役員会

ことを認めます。

12月5日 （金）
　水交会関東支部役員候補者
　選出に関する打ち合わせ

18時30分

12月17日 （水）
　地域防災と維持管理・
　第１回フォーラム（拓北会）

1月22日 （木）
　水交会関東支部役員候補者
　選出に関する打ち合わせ

19時00分

監事　　千葉　兼喜

1月30日 （金） 　うみねこ会幹事会 13時00分

監事　　石藤　千春

2月10日 （火） 　卒業発表会（拓北会）

2月15日 （日） 　拓北会役員会

2月21日～
22日

　卒業設計展・公開審査会（拓北会）

3月27日 （金）
　水交会関東支部役員候補者
　選出に関する打ち合わせ

19時00分

3月19日 （木） 　各学科分会

平成21年6月26日

　学位記授与式

容内業事日　月

8月30日 （土）

自平成20年4月1日～至平成21年3月31日

8月23日 （土）

告報算決告報業事

平成20年度八戸工業大学同窓会事業報告及び決算報告
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我
々
八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
北
海
道
支
部
に
お
い
て
は
、
皆

様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
21
年
７
月
11
日
（
土
）
ホ

テ
ル
パ
コ
Ｊ
ｒ
ス
ス
キ
ノ
に
て
、
「
第
７
回　

北
海
道
支
部
総

会
」
（
同
窓
生
の
集
う
会
）
を
佐
藤
先
生
・
竹
内
先
生
を
は
じ

め
多
数
の
教
職
員
・
同
窓
生
総
勢
48
名
の
参
加
を
頂
き
、
無
事

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
合
同
と
し
た
同
窓
会
北
海
道
支
部
発
足
よ
り

７
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
昨
年
に
あ
っ
て
は
、
本
部
総
会
を
兼
ね

て
行
う
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
成
長
し
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
一
重
に
、
同
窓
会
員
各
位
様
の
お
力
添
え
あ
っ
て
の

も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
中
ご
出

席
頂
い
た
先
生
の
方
々
、
並
び
に
遠
方
よ
り
参
加
頂
い
た
方
々

に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

内
容
に
あ
っ
て
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
「
き

ど
こ
う
た
ろ
う
氏
」
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ま
た
、
今
回

よ
り
新
幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
中
村
幹
事
調
達
の
豪
華
景
品

に
、
本
支
部
を
代
表
す
る
宴
会
部
長
で
あ
る
永
田
相
談
役
の
卓

越
し
た
ゲ
ー
ム
進
行
も
加
わ
り
、
旧
友
と
共
に
白
熱
し
た
一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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海
道
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　
　

大　

道　

宏　

満

　

平
成
21
年
７
月
４
日
（
土
）
18
時
か
ら
、
秋
田
県
秋

田
市
の
協
働
大
町
ビ
ル
に
お
い
て
秋
田
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

卒
業
生
は
18
名
の
参
加
が
あ
り
、

大
学
か
ら
福
士
憲
一
・
教
授
と
月
永
洋
一
・
教
授
、
高

橋
良
英
・
教
授
、
阿
波　

稔
・
准
教
授
の
４
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
旧
友
に
誘
わ
れ
て
遠

く
は
仙
台
、
関
東
方
面
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
支
部
長
の
明
珍　

勲 
氏
（
土
木
工
学
科
・

昭
和
54
年
卒
）
の
挨
拶
の
後
、
福
士
教
授
よ
り
大
学
の

近
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
の
席
上
、
出
席
者
の

自
己
紹
介
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
に
加
え
て
、
大
学
へ

の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。

　

日
頃
疎
遠
に
な
り
つ
つ
あ
る
卒
業
生
同
士
や
恩
師
と

の
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
同
窓
で
あ
る
こ

と
の
絆
を
再
確
認
し
、
今
年
も
二
次
会
・
・
・
ま
で
大

い
に
盛
り
上
が
る
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
大
学

教
員
な
ら
び
同
窓
生
各
位
に
対

し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
支
部
総
会

も
７
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
同
窓
会
Ｈ
Ｐ

お
よ
び
メ
ル
マ
ガ
で
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
同
窓
会
会

員
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
窓
会
秋
田
支
部
事
務
局
）
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平
成
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年
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第
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北
海
道
支
部
総
会
」

株式会社ザックス
http://www.i-zax.com

理化学機器・放射線関連機器・試薬
エアーフィルター等の販売
化学工場及び研究施設の運転・保守
計量証明・化学分析業務　等

八戸営業所　八戸市類家３丁目1-21
　　　　　　Tel:0178-73-3620

事業所：東通村、六ヶ所村、大間、八戸

同
窓
会

同
窓
会 

秋
田
支
部
総
会
開
催

秋
田
支
部
総
会
開
催

同
窓
会 

秋
田
支
部
総
会
開
催
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今
年
の
４
月
に
八
戸
工
業
大
学
・
機
械
情
報
技
術
学
科
の
助

教
に
着
任
し
た
藤
澤
隆
介
で
す
。
出
身
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市

で
す
。
学
部
は
電
気
通
信
大
学
、
博
士
前
期
課
程
は
北
陸
先
端

科
学
技
術
大
学
院
大
学
、

博
士
後
期
課
程
は
電
気

通
信
大
学
で
、
ず
っ
と

群
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

博
士
前
期
課
程
か
ら

フ
ェ
ロ
モ
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

ロ
ボ
ッ
ト
群
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
手
法
と
し
て
は
、

大
規
模
な
群
れ
を
扱
う
と
き
に
は
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

実
証
実
験
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ロ
モ
ン

と
は
、
同
種
の
他
個
体
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
生
体
か

ら
分
泌
さ
れ
る
化
学
物
質
の
総
称
で
あ
り
、
様
々
な
生
物
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
用
い
て
い
ま

す
。
フ
ェ
ロ
モ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
フ
ェ
ロ
モ

ン
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
可
塑
的
・
局
所

的
・
間
接
的
・
化
学
的
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

我
々
人
間
が
、
自
動
車
な
ど
で
車
道
に
出
る
と
様
々
な
道
路

標
識
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
標
識
は
、

「
環
境
に
残
っ
た
情
報
源
」
と
言
え
ま
す
。
情
報
が
環
境
に
残

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
た
り
、
道
に
迷
う
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
交
差
点
に
一
時

停
止
標
識
を
設
置
す
る
だ
け
で
事
故
が
減
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
律
的
に
活
動
す
る
群
れ
（
自
動
車
の
運
転
者
た
ち
）
に
と
っ

て
環
境
に
情
報
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　

私
の
研
究
は
、
自

律
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
群

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で

す
。
自
律
型
の
ロ
ボ

ッ
ト
群
が
限
定
さ
れ

た
環
境
中
で
活
動
す

る
と
い
う
の
は
、
多

数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

車
で
車
道
を
走
る
こ

と
に
似
て
い
ま
す
。

蟻
は
、
餌
と
巣
の
間
に
フ
ェ
ロ
モ
ン
の
道
（
フ
ェ
ロ
モ
ン
・
ト

レ
イ
ル
）
を
作
っ
て
、
行
列
を
成
し
て
餌
を
採
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
為
は
、
「
環
境
に
情
報
を
残
す
」
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
け
で
は
な
く
、
蟻
や
白
蟻
の
社
会
行
動
を
扱
う
社
会
生
物

学
や
動
物
行
動
学
を
研
究
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
で
し
た
。
八
戸
工

業
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

新
た
に
社
会
貢
献
が
可
能
な
応
用
研
究
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、

学
生
達
と
共
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

HIT Alumni Association Journalhttp://Alumni.hi-tech.ac.jp
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八戸圏域水道企業団指定工事店

八戸市指定下水道事業者

蛇口のパッキン取替から
Φ1000mmの水道管布設まで

八戸市類家三丁目５－５
ＴＥＬ 0178-43-4726

クリーンな水と空気を創造する企業！

八戸設備株式会社
冷暖房空調・給排水衛生　各種設備工事　設計施工

代表取締役　　荒　沢　重　治

031-0801

青森県八戸市江陽二丁目19-33

　 TEL 0178-22-7438  FAX 0178-45-2819

URL http://www.hassetu.com

(上）実験画像
ロボット10台による実験の
様子．左に餌，右に巣があ
り，餌・巣間にフェロモン
・トレイルを敷設する．

(下)サーモグラフィ画像
フェロモン・トレイル（環
境に残った情報）の様子を
可視化できる
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同
窓
会
報
第
15
号
掲
載
記
事

　
　
　

電
子
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科　

水
交
会
ニ
ュ
ー
ス

■
水
交
会
新
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　

水
交
会
新
会
長　

福
士 
信
雄
（
昭
和
52
年
電
気
工
学
科
卒
）

拝
啓

　

水
交
会
会
長
就
任
に
当
た
り
ま
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
21
年

５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
水
交
会
総

会
に
お
い
て
、
初
代
菅
野
会
長
の
後
を
引

継
ぎ
、
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
役
で
あ
る

会
長
に
就
任
し
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自
身
、
今
回
会
長
就
任
前
ま
で

は
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
は
水
交
会
総

会
が
あ
っ
て
も
出
席
者
が
大
変
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
大

学
及
び
同
窓
会
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
上
手
く
活
用
し
て
も
っ
と
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
気
楽
に
集
ま
れ
る
よ
う

な
、
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
水
交
会
を
目
指
し
、
全
力

を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
今
後
と
も
大
学
及
び
水
交
会
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

■
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原　

拓
司　

さ
ん

　
　
　

平
成
12
年　

大
学
院
博
士
前
期
課
程
電
気
電
子
工
学
専
攻
修
了　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
坂
本
研
究
室
）

　
　
　

現
在
：
青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

技
師

　

現
在
、
私
は
青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院
と
い
う
職
業
訓
練
施
設
で
、
高

等
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
や
電
気
工
事
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
学
時
代
に
講
義
で
使
用
し
た
ノ

ー
ト
や
演
習
問
題
集
な
ど
は
、
卒
業
し
10

年
経
っ
た
現
在
で
も
授
業
を
行
う
際
の
重

要
参
考
資
料
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
各
先
生
方
に
感
謝
す
る
毎
日

で
す
。
先
日
久
し
ぶ
り
に
大
学
へ
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
私
が
在
学
中
し

て
い
た
頃
と
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
に
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
室
や
自
動
車
整
備
実
習
棟
な
ど
最
新
の
施
設
・
設
備
が
充
実
し
て
い

る
ほ
か
、
周
辺
に
は
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
が
施
設
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と

な
る
な
ど
、
益
々
魅
力
的
な
大
学
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
他
県
な
ど

に
お
住
ま
い
で
、
し
ば
ら
く
大
学
を
訪
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も

機
会
を
見
て
訪
問
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
当
時
と
は
違
う
魅
力
あ

る
大
学
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

■
同
窓
生
と
し
て
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田　

和
弥　

さ
ん

　
　
　

平
成
21
年
電
子
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科
卒

　
　
　

就
職
先
：
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

　

八
戸
工
業
大
学
に
入
学
し
４
年
間
と
い

う
学
生
生
活
の
中
で
将
来
の
夢
を
見
つ
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
を
見
つ
け
る
の
は
本
当
に
大
変
な

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も
大
学
で
の
経
験
や

め
ぐ
り
会
え
た
仲
間
た
ち
や
先
生
方
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
今
の
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
今
の
仕
事
を
自
分
の
一
生
の
仕

事
と
決
め
付
け
ず
幅
広
い
視
野
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
夢
が
見
つ
か
っ
た
ら
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。
今
年
は
百
年
に
一
度
の
不
況
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
せ
ず
将
来
の
夢
に
向
か
い
日
々
精
進

し
て
い
く
だ
け
で
す
。

■
同
窓
生
に
贈
る
言
葉

　
　

八
戸
工
業
大
学
で
の
三
十
七
年

　
　
　
　
　

准
教
授　

横
地　

弓
夫　

先
生
（
平
成
21
年
３
月
退
職
）

　

私
は
、
本
学
開
学
の
昭
和
47
年
４
月
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
電
気

工
学
科
で
は
一
回
生
80
名
の
入
学
生
を
迎

え
、
初
年
度
は
講
義
が
本
館
で
行
わ
れ
、

２
年
目
か
ら
は
電
気
工
学
棟
が
新
築
さ
れ
、

講
義
、
実
験
と
も
専
門
棟
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
験
は
準
備
が
出
来

て
い
な
か
っ
た
の
で
手
作
り
の
装
置
も
含

め
て
実
験
を
行
い
、
卒
業
研
修
も
同
様
で

戸
賀
沢
さ
ん
の
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
実
験
、
卒
研
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
研
修
で
は
、
研
究
室
に
は
数
年
間
は
門
脇
先
生
に
配
属
の
学
生
、
私

に
配
属
の
学
生
が
共
同
で
卒
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
研
修
は

50
万
ボ
ル
ト
の
試
験
変
圧
器
を
用
い
た
碍
子
の
活
線
洗
浄
、
磁
性
材
料
な

ど
色
々
の
テ
ー
マ
の
卒
業
研
修
を
行
っ
た
卒
研
生
と
の
一
年
間
、
ま
た
、

講
義
、
実
験
そ
し
て
担
任
と
し
て
の
学
生
と
の
思
い
出
を
思
い
起
こ
し
て

い
ま
す
。
37
年
間
勤
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
私
の
為
に
ご
支
援
を
下

さ
っ
た
卒
業
生
、
教
職
員
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
末
筆
で
す
が
卒
業

生
諸
君
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

■
学
科
近
況
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

電
子
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科
長　

関　

秀
廣　

先
生

　

学
科
創
設
以
来
37
年
間
御
奉
職
戴
い
た
横
地
弓
夫
先
生
に
は
３
月
で
御

退
職
に
な
ら
れ
、
今
年
度
は
非
常
勤
で
御
尽
力
戴
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

去
る
１
月
27
日
に
技
術
員
馬
場
明
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
に

お
い
て
33
年
勤
務
さ
れ
、
学
科
に
と
っ
て
大
き
な
礎
で
あ
り
ま
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
技
術
員
と
し
て
戸

賀
沢
晃
さ
ん
を
再
び
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
学
科
で
は
こ
こ
２
年

を
か
け
て
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
今
年
度
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
大
幅
な
見
直
し
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
は
学
科
名
称
を
新
し

い
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
学
科
に

変
更
致
し
ま
す
。
今
年
は
中
国

か
ら
の
留
学
生
を
含
む
女
子
学

生
が
３
名
入
学
す
る
な
ど
話
題

豊
富
な
年
で
す
。
ま
だ
ま
だ
改

革
の
途
上
で
す
が
、
水
交
会
の

皆
様
に
は
今
後
と
も
厚
い
御
支

援
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

八戸工業大学同窓会　会報 http://Alumni.hi-tech.ac.jp
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１
．
第
一
回
Ｈ
Ｃ
Ｌ
（Hachinohe Civil Lady

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
木
交
流
会

　

八
戸
工
業
大
学
環
境
建
設
工
学
科
の
女
子
学
生
で
作
る
サ
ー

ク
ル
Ｈ
Ｃ
Ｌ(H

achinohe 

C
ivil Lady )

主
催
の
第
一

回
土
木
交
流
会
―
青
森
か

ら
の
発
信
―
が
平
成
21

年
２
月
21
日
（
土
）
に

八
戸
工
業
大
学
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｌ
は
、

「
女
性
で
も
土
木
系
・
建

設
系
分
野
で
活
躍
で
き
る

は
！
」
と
い
う
思
い
を
胸

に
女
子
学
生
が
立
ち
上
げ

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
こ
の

交
流
会
は
、
多
く
の
関
係
者
と
情
報
交
換
を
図
る
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
八
戸
工
大
、
八
戸
高
専
、
遠
く
は
関
東
学
院
大

学
の
女
子
学
生
、
教
員
・
建
設
業
お
よ
び
行
政
関
係
者
な
ど
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
会
は
、
実
験
施
設
見
学
、
記
念

講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
験
施
設
見
学
で
は
、
環
境
建
設
工
学
科
三
年
生
の
舘
知
美

さ
ん
（
構
造
工
学
研
究
室
、
八
戸
工
大
二
高
）
と
舘
早
苗
さ
ん

（
構
造
工
学
研
究
室
、
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
）
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
供
試
体
の
３
０
０
ｔ
圧
縮
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
土
木
工
学
科
21
期
卒
業
生
で
あ
り

土
木
技
術
者
と
し
て
活
躍
中
の
舘
洋
子
さ
ん
に
よ
る
「
硫
黄
固

化
体(

レ
コ
サ
ー
ル)

関
連
の
新
事
業
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
土
木
事
業
に
お
け
る
女
性
技
術
者
の

活
躍
の
一
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
長
谷

川
明
教
授
）
で
は
、
女
性
土
木
技
術
者
の
就
職
が
難
し
い
理
由

（
産
休
や
仕
事
内
容
）
や
、
土
木
に
携
わ
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
Ｈ
Ｃ
Ｌ

の
活
動
が
起
爆
剤
と
な
り
土
木
工
学
分
野
で
女
性
が
活
躍
す
る

こ
と
で
、
女
性
の
感
性
を
活
か
し
た
住
み
や
す
い
社
会
の
構
築

に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

２
．
大
学
院
生 

立
花
大
地
君 

     

土
木
学
会
東
北
支
部
研
究
奨
励
賞
受
賞

　

環
境
建
設
工
学
科
29
期
卒
業
生
で
あ
り
、
大
学
院
二
年
の
立

花
大
地
君
（
地
盤
工
学
研
究
室
、
八
戸
工
業
高
校
）
が
平
成
20

年
度
土
木
学
会
東
北
支
部
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
平
成
21
年

５
月
15
日
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
土
木
学
会
東
北
支
部
通
常
総

会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
３
月
に
行
わ
れ

た
平
成
20
年
度
土
木
学
会
東
北
支
部
技
術
研
究
発
表
会
に
お
い

て
35
才
未
満
の
若
手
研
究
者
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
論
文
を
対
象

と
し
て
審
査
さ
れ
、
優

れ
た
研
究
成
果
を
発
表

し
た
論
文
の
発
表
者
に

授
与
さ
れ
ま
す
。
研
究

タ
イ
ト
ル
は
、「
地
盤
中

の
汚
染
物
質
輸
送
に
関

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
分

子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
推
定
で
」
で
あ

り
、
近
年
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
廃
棄
物
不

法
投
棄
現
場
な
ど
に
お

け
る
地
盤
環
境
問
題
に

関
連
し
た
地
盤
中
の
汚
染
物
質
輸
送
問
題
の
マ
ク
ロ
な
数
値
解

析
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
移
流
分
散
解
析
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
推
定
・
説
明

し
よ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ア
と
有
用
性
・
将
来
性
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

３
．
八
戸
地
区
大
規
模
断
水
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
建
設
工
学
科
の
対
応

　

新
年
早
々
、
八
戸
地
域
で
導
水
管
破
損
に
よ
る
大
規
模
断
水

が
発
生
し
、
市
民
生
活
や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
に
対
し
て
、
環
境

建
設
工
学
科
は
福
士
憲
一
教
授

（
環
境
工
学
研
究
室
）
が
、
八

戸
圏
域
水
道
企
業
団
事
故
調
査

委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
、
導

水
管
破
損
の
原
因
究
明
の
調
査

と
復
旧
活
動
の
指
導
に
当
た
り

ま
し
た
。
ま
た
、
同
企
業
団
導

水
管
漏
水
事
故
対
応
検
証
委
員

会
の
委
員
に
も
就
任
し
、
事
故

の
事
実
経
過
、
企
業
団
の
対

応
・
広
報
等
の
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
２
日
朝
か
ら
、

本
学
の
水
道
水
（
専
用
地
下
水
、

消
毒
済
・
飲
料
可
）
蛇
口
６
本

を
市
民
に
開
放
し
非
常
用
携
帯

ポ
リ
袋
（
企
業
団
提
供
）
も
準

備
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
り
ま

し
た
。
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⑦

「
学
生
向
け
に
発
信
し
ま
す
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
元
建
築
士

　

昨
年
度
、
先
生
方
と

役
員
を
中
心
と
し
た
会

員
に
「
拓
北
会
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
同
窓
会
や
大
学

へ
向
け
て
の
ご
意
見
、

各
種
提
案
、
協
力
し
ま

す
と
い
う
暖
か
い
ご
意

見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
今
年
は
出

来
る
こ
と
か
ら
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
一
年
に
し
よ
う
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
６
月
中
旬
に
地
元
若
手
一
級
建
築
士
同
窓
生
三
名
に
よ
る

学
生
向
け
授
業
を
予
定
。
後
期
は
ベ
テ
ラ
ン
社
会
人
達
に
よ
る

授
業
も
企
画
中
。
ま
た
、
学
科
や
学
生
向
け
に
研
究
課
題
提
案

を
し
て
い
る
同
窓
生
も
い
た
り
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

も
完
成
す
る
年
で
も
あ
り
「
八
工
大
・
学
生
・
同
窓
会
・
皆
が

元
気
に
！
」
小
さ
な
行
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
、
そ
れ
が
楽
し
く
繋

が
っ
て
大
き
な
輪
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
活
動
報
告
は
同
窓
会

Ｈ
Ｐ
で
発
信
し
ま
す
の
で
ご
意
見
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

学
生
の
活
動-

八
戸
を
元
気
に
す
る
力

　
　
　

八
戸
工
業
大
学
博
士
課
程
前
期
一
年　

小
野　

清
隆

　

私
は
八
戸
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
特
に
中
心
市
街
地
に

は
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
想
い
出
が
多
い
場
所
で
す
。

し
か
し
近
年
八
戸
の
中

心
街
に
は
空
き
店
舗
が

増
え
、
活
気
が
消
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
現

状
を
私
は
寂
し
く
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
中
心
街
に
活
気
を

取
り
戻
そ
う
と
活
動
し

て
い
る
人
々
に
出
会
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
八
戸

の
魅
力
、
街
の
魅
力
を

観
光
客
や
八
戸
市
民
に

伝
え
る
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
中
心
街
の
名
所
・
旧
跡
を
巡
っ
た
り
、

市
民
の
活
動
を
伝
え
る
「
ま
ち
な
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
を
メ
ン
バ
ー
と
市
民
、
市

役
所
の
協
力
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
院
の
先
輩
は
以
前
か

ら
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
ツ
ア
ー
実
行
委
員
長
と
い
う
大
役

も
務
め
て
い
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
参
加
し
た
ツ
ア
ー
は
天
気

も
よ
く
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
参
加

者
か
ら
は
「
新
し
い
八
戸
の
魅
力
を
発
見
で
き
た
」「
若
者
が
活

発
に
八
戸
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
が
嬉
し
い
」な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ス
タ
ッ
フ
一
同
納
得
の
い
く
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
も
回
数
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
に
桜
の
き
れ
い
な
春
に
２

回
、
紅
葉
の
き
れ
い
な
秋
に
１
回
と
計
３
回
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
秋
の
ツ
ア
ー
と
同
日
に
市
民
と
ま
ち
の
活
性
化

を
考
え
る
討
論
会
を
開
催
し
、
市
民
の
方
々
と
こ
れ
か
ら
の
八

戸
の
魅
力
や
課
題
な
ど
を
話
し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
討
論
会
で
八
戸
に
も
多
く
の
地
元
が
好
き
な
人

が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励
み
と
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
メ
ン
バ
ー
と
も
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
と
な
り
、

新
し
い
八
戸
の
味
覚
の
紹
介
や
八
戸
の
新
し
い
顔
と
な
る
八
戸

ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
施
設
の
周
知
、

利
用
方
法
の
考
案
を
誘
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
の
様
々
な
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
八
戸
が
好
き
な
私
に
自
分
も
何
か
八

戸
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
先
輩
と
大

学
に
感
謝
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
八
戸
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
想
い
な
が
ら
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

●
研
究
室
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

宏
之

　

都
市
計
画
研
究
室
で
は
、
地
域
振
興
の
た
め
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
活
動
に
よ
り
地
域
遺
産
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
総
合
的
に

地
域
遺
産
を
管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、

こ
れ
ら
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
卜

と
呼
び
、
建
築
・
都
市
計
画
に
関
す
る
研
究
課
題
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
イ
ギ

リ
ス
で
の
類
似
事
例
を
は
じ
め
、
山
形
県
朝
日
町
や
神
奈
川
県

川
崎
市
に
お
け
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
そ
の
運
動
体

の
活
動
状
況
や
管
理
運
営
の
方
法
を
捉
え
、
行
政
と
の
協
働
で

取
り
組
む
民
間
組
織
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

青
森
県
八
戸
市
南
郷
区
島
守
で
も
農
林
水
産
省
の
補
助
を
受

け
て
美
し
い
景
観
や
自
然
、
伝
統
文
化
を
展
示
物
に
見
立
て
、

地
域
を
「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
と
し
て
保
全
活
用
す
る
田
園

空
間
博
物
館
事
業
や
、
八
戸
市
中
心
市
街
地
で
は
地
域
観
光
交

流
施
設
を
拠
点
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
の
活
動
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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⑧

近 

況 

報 

告

　
　
　
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科
第
12
期
生　
　

田
高　

昭
人

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科
12
期
生
（
平
成
９
年
卒
）
の
田
高
（
タ
コ
ウ
）

で
す
。
数
え
て
み
れ
ば
卒
業
し
て
か
ら
早
12
年
も
た
ち
ま
す
が
、
今

回
は
近
況
報
告
と
の
こ
と
で
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
仕
事
環
境
で
す
が
、
な
ん
と
未
だ
に
八
戸
工
業
大
学
へ
通

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
れ
は
と
い
う
と
、
卒
業
し
て
す
ぐ
に
ケ
ミ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト(

株)

（
現
：(

株)

ザ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
会
社
へ
入
社

し
ま
し
た
。
業
務
内
容
は
、
理
化
学
機
器
、
試
薬
、
放
射
線
関
連
商

品
な
ど
の
販
売
で
す
。
最
初
は
北
里
大
学
、
六
ヶ
所
の
再
処
理
工
場
、

な
ど
研
究
施
設
を
メ
イ
ン
に
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
入
社
し
て
二

年
後
、
会
社
側
か
ら
八
戸
工
業
大
学
も
営
業
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、

手
探
り
状
態
で
八
戸
工
業
大
学
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。
や
は
り
最
初

か
ら
う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
く
挫
折
感
を
味
わ
っ
た
時
期
も
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
八
戸
工
業
大
学
の
先
生
方
に
大
変
良
く
し
て
頂

き
、
毎
日
仕
事
と
し
て
八
戸
工
業
大
学
へ
通
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
た
ぶ
ん
学
生
の
時
よ
り
通
っ
て
い
る
か
も
（
冗
談
？
）
会
社

自
体
も
私
が
入
社
し
た
時
は
創
立
三
年
ぐ
ら
い
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、

社
員
10
人
前
後
の
会
社
で
し
た
が
12
年
た
っ
た
今
で
は
不
況
も
物
と

も
せ
ず
社
員
１
５
０
人
以
上
と
な
り
急
成
長
を
続
け
て
い
る
会
社
で

す
。h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
-
z
a
x
.
c
o
m

　

家
庭
の
方
は
と
い
う
と
子
供
二
人
と
妻
の
四
人
家
族
で
小
さ
な
マ

イ
ホ
ー
ム
で
ご
く
普
通
の
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
す
。
９
月
に
は
も

う
一
人
家
族
が
増
え
る
予
定
で
こ
の
先
も
当
分
子
供
の
こ
と
で
目
一

杯
に
な
り
そ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今
、
家
庭
茶
園
に
燃
え
に
燃

え
て
い
ま
す
！

■
バ
イ
オ
環
境
工
学
科
に
名
称
変
更

　

２
０
０
９
年
度
か
ら
、
生
物
環
境
化
学
工
学
科
は
バ
イ
オ
環
境
工

学
科
へ
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
今
後
と
も
そ
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
環
境
修
復
・
保
全
に

か
か
わ
る
環
境
工
学
の
両
分
野
の
研
究
開
発
に
対
応
す
べ
く
教
育
研

究
内
容
を
発
展
さ
せ
る
た
め
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
高

度
技
術
化
や
環
境
・
食
品
・
化
学
産
業
等
で
要
請
の
あ
る
技
術
者
を

育
成
す
る
た
め
で
す
。

バ
イ
オ
環
境
工
学
科
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
環
境
工
学
（
科
学
）

の
２
本
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
・
食
品
の
高

機
能
化
、
環
境
修
復
お
よ
び
環
境
分
析
な
ど
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

■
バ
イ
オ
系
教
員
を
増
員

　

本
年
４
月
か
ら
藤
田
敏
明
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
昭

和
45
年
生
ま
れ
で
、
長
崎
県
出
身
、
琉
球
大
学
卒
業
後
、
北
海
道
大

学
大
学
院
で
博
士
号
（
水
産
学
）
を
取
得
さ
れ
、
北
海
道
大
学
博
士

研
究
員
を
経
て
着
任
し
ま
し
た
。
藤
田
先
生
の
研
究
分
野
は
、
そ
の

ま
ま
本
学
科
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

● 

藤
田
敏
明
准
教
授
あ
い
さ
つ

　

研
究
テ
ー
マ
は
魚
卵
の
膜
（
卵

膜
）
形
成
過
程
の
解
明
で
、
免
疫

生
化
学
や
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

を
用
い
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

卵
膜
形
成
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
す
る
こ
と
は
、
種
苗
生
産
効

率
に
直
接
的
に
関
わ
る
重
要
な
事

項
で
あ
り
研
究
過
程
で
開
発
し
た

蛋
白
並
び
に
遺
伝
子
の
検
出
・
定
量
法
が
養
殖
魚
の
早
期
雌
雄
判
別
、

雌
魚
の
成
熟
度
判
定
、
環
境
汚
染
評
価
お
よ
び
採
集
し
た
魚
卵
の
種

判
別
な
ど
に
応
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
蛋
白
・
遺
伝
子
の
解
析
技
術

等
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
あ
る
い
は
共
同
研
究
を
希
望
さ
れ
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
食
品
衛
生
管
理
者
の
養
成
校
に
認
定

　

バ
イ
オ
環
境
工
学
科
は
食
品
衛
生
管
理
者
・
食
品
衛
生
監
視
員
の

国
家
資
格
が
取
得
で
き
る
養
成
校
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
食
品

衛
生
管
理
者
・
食
品
衛
生
監
視
員
は
厚
生
労
働
省
が
認
定
す
る
国
家

資
格
で
、
本
学
科
で
開
講
さ
れ
る
指
定
の
科
目
を
修
得
す
れ
ば
卒
業

と
同
時
に
そ
の
国
家
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乳
製
品
、
食
肉
製
品
、
食
用
油
脂
な
ど
を
製
造
・
加
工
す
る
施
設

で
は
、
食
品
衛
生
管
理
者
の
国
家
資
格
を
有
す
る
者
を
置
く
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
食
品
衛
生
法
第
48
条
）
。
そ
し
て
、
こ

の
国
家
資
格
取
得
者
は
食
の
安
全
確
保
の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
有

す
る
者
と
し
て
、
社
会
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
に
所
属
す
る
食
品
衛
生
監
視
員
は
、
食
品

販
売
業
者
や
外
食
産
業
な
ど
の
食
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
に
対

す
る
衛
生
状
況
の
監
視
、
あ
る
い
は
輸
入
食
品
の
監
視
業
務
や
試
験

検
査
な
ど
の
業
務
を
行
い
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る

公
務
員
に
は
必
ず
必
要
で
す
。

　

北
東
北
の
大
学
工
学
部
で
、
食
品
衛
生
管
理
者
・
食
品
衛
生
監
視

員
の
養
成
校
と
な
っ
て
い
る
の
は
バ
イ
オ
環
境
工
学
科
だ
け
で
す
。

ビ
ー
ル
・
チ
ー
ズ
な
ど
の
食
品
製
造
プ
ラ
ン
ト
（
工
場
）
の
実
習
や

環
境
影
響
評
価
に
関
わ
る
演
習
の
体
験
と
同
時
に
、
食
品
衛
生
管
理

者
・
食
品
衛
生
監
視
員
の
養
成
も
同
時
進
行
す
る
こ
と
で
、
食
品
づ

く
り
か
ら
食
品
衛
生
ま
で
の
総
合
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
教
職
理
科
免
許
が
追
加
に

　

平
成
21
年
度
入
学
生
よ
り
、
所
定
の
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
等
学
校
教
諭
一
種
の
教
職
免
許
状
（
理
科
）
の
取
得
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
本
学
科
で
は
あ
わ
せ
て
３
種
類
の
教
育
職
員
免
許
状
が

取
得
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
理
科
）

・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
工
業
）

・
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
技
術
）

現
時
点
で
は
、
一
年
生
の
半
数
の
学
生
が
理
科
免
許
の
取
得
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

■
小
山
信
次
教
授
が
退
職

　

２
０
０
９
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
小
山
信
次
教
授
が
退
職
な
さ
れ

ま
し
た
。
小
山
先
生
は
、
昭
和
48
年
に
産
業
機
械
工
学
科
の
講
師
と

し
て
着
任
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科
開
設
に
あ
た
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
の
設
計
な
ど
を
手
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
14
年
か
ら
生
物
環
境
化
学
工
学
科
に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
貝
殻
の

有
効
利
用
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
い
、
水
虫
治
療
薬
な
ど
多
く
の

製
品
を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
本
学
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

さ
き
が
け
で
す
。
我
々
、
学
匠
会
の
人
間
は
小
山
先
生
の
講
義
を
受

け
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
小
山

信
次
先
生
に
は
、
長
い
間
、
大
学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 
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■
清
野
大
樹
先
生
定
年

　

昭
和
51
年
に
一
般
教
育
の
物
理
の
教
員
と
し
て
本
学
に
赴
任
し
ま

し
た
。
そ
の
年
は
、
３
月
に
本
学
が
創
設
し
て
は
じ
め
て
の
卒
業
生
、

第
一
期
生
を
送
り
出
し
た
年
で
あ
り
、
４
月
に
は
新
た
に
土
木
工
学

科
と
建
築
工
学
科
の
２
学
科
が
開
設
さ
れ
、
新
し
い
学
科
の
第
一
期

新
入
生
が
入
学
し
て
き
た
年
で
し
た
。

　

当
時
は
創
設
間
も
な
い
た
め
知
名
度
は
高
く
は
な
く
、
青
森
、
北

海
道
、
秋
田
、
岩
手
出
身
の
学
生
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
工
学
科
が
開
設
さ
れ
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
学
生
が

入
学
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
一
般
教
育
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所
を
経
て
、
最
後
は

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学

科
に
所
属
し
て
、
今

年
３
月
三
十
三
年
間

勤
務
し
て
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

物
理
を
一
貫
し
て
教

え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
以
外
に
も
、
卒
研

で
は
、
シ
ス
テ
ム
情

報
工
学
科
だ
け
で
な

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

科
と
機
械
工
学
科
の

学
生
と
一
緒
に
行
い

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
学
生
に
出
会
い
ま

し
た
。
本
学
の
学
生

の
特
色
は
、
個
性
的

で
か
つ
活
動
力
・
生

活
力
の
あ
る
学
生
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
今
年
一
年
は
ま

だ
非
常
勤
講
師
と
し
て
本
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が

来
て
話
を
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
も
の
で
す
。
時
間
が
有
る
と
き
大

学
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
近
況
報
告

　
　

○
今
井　

遼
（
平
成
19
年
度
卒
業
：
日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

　

私
は
今
、
日
立
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
入
社
し
て
一
年
が
経
ち
会

社
生
活
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
毎
日
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
次
第
に
同
期
や
先
輩
方
と
親
し
く
な
り
新
し
い
生
活

に
馴
染
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
業
務
は
原
子
力
サ
イ
ト
に
納

め
る
制
御
盤
の
品
質
保
証
を
し
て
い
ま
す
。
電
気
的
な
回
路
の
試
験

を
繰
り
返
し
、
製
品
が
し
っ
か
り
と
動
作
す
る
よ
う
毎
日
励
ん
で
い

ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
私
は
情
報
科
出
身
で
あ
ま
り
電
気
の
こ
と
は

今
ま
で
学
ん
で
い
な
く
、
毎
日
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
す
。
実

際
今
も
先
輩
方
と
一
緒
に
仕
事
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
つ
一
つ
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
大
変
で
す
が
、
そ
こ
も
や
り
が
い
が
あ
る
の
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
私
生
活
で
は
、
先
輩
に
誘
わ
れ
た
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
毎
週
参
加
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
年
代
と
バ
ス
ケ
を
す
る
の
は

初
め
て
で
大
変
楽
し
く
、
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
く
頑
張
っ

て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

○
岩
織
靖
典
（
平
成
19
年
度
卒
業
：
サ
ク
サ
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）

　

サ
ク
サ
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
に
入
社
し
て
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
私
は
現
在
組
み
込
み
系
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
主
に
開
発
物
の
試
験
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
最
近
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
設
計
や
開
発
の
業
務
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
や
り
始
め
て
思
っ
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら

Ｓ
Ｅ
の
仕
事
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
や

質
問
を
、
相
手
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。

で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
仕
事
の
上
だ
け
で
な
く
、
社
会

で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り

会
話
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
な
ど
の
専
門
知
識
は
、
開
発
し
て
い
く
上
で
自
然
に
身
に
つ

い
て
き
て
い
る
の
で
、
製
造
過
程
で
は
と
て
も
楽
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
週
に
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
や
、
昼
休
み
の
空
き
時
間

な
ど
に
体
を
動
か
し
て
、
気
分
転
換
も
出
来
て
い
る
の
で
、
適
度
に

充
実
し
た
社
会
人
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
米
社
会
人
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
　

○
木
田　

庸
（
平
成
19
年
度
卒
業
：
八
戸
工
業
大
学
大
学
院
）

　

私
は
大
学
入
学
時
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ア
に
な
り
た
い
と
思
い
進
学

し
ま
し
た
。
４
年
間
、
専
門
科
目
を
学
び
卒
業
研
修
で
は
情
報
か
ら

離
れ
、
電
子
・
電
気
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

卒
業
研
修
が
中
途
半
端
な
形
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
ま
た
、

情
報
だ
け
で
は
な
く
電
子
・
電
気
に
興
味
を
持
ち
八
戸
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
電
子
電
気
・
情
報
工
学
専
攻
に
進
み
、
卒
業
研
修

と
同
じ
研
究
テ
ー
マ
で
引
き
続
き
研
究
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
入

学
し
て
、
は
じ
め
は
後
輩
と
う
ま
く
話
せ
ず
研
究
を
黙
々
と
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
私
で
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
積
極
的
に
話

か
け
た
り
、
発
表
内
容
を
聞
い
た
り
し
て
い
く
内
に
事
象
に
対
す
る

捕
ら
え
方
考
え
方
の
他
に
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
就
職
活
動
を
行
い
な
が
ら
９
月
に
行
わ
れ
る
中
間
発
表
会

に
向
け
て
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

■
第
７
回
う
み
ね
こ
会
開
催
案
内

　

毎
年
恒
例
の
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
科
同
窓
会
「
う
み
ね
こ
会
」
を

学
園
祭
初
日
に
開
催
し
ま
す
。
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
、
毎
年
多
く

の
教
職
員
・
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
な
ら
誰
で
も
参

加
可
能
で
す
の
で
、
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
う
み
ね

こ
会
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
科
の1

0

周
年
記
念
行
事
を
行
う
予
定
で
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

開
催
日
：
平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）　

〈
学
園
祭
１
日
目
〉

内　

容
：
学
内
で
幹
事
会
、
そ
の
後
八
戸
市
内
で
懇
親
会
を
予
定
し

　
　
　
　

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先
：katsuji@hi-tech.ac.jp

う
み
ね
こ
会　

URL

：http://alumni.hi-tech.ac.jp/umineko/

最
終
講
義
（
２
０
０
９
年
１
月
21
日
）

八戸工業大学同窓会　会報 http://Alumni.hi-tech.ac.jp
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１
．
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ

　
　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科　

学
科
長
／
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

禎
智

　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
一
期
生
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
迷
い
や
不
安
が

生
じ
る
場
面
も
た
く
さ
ん
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
、

大
学
で
身
に
つ
け
た
「
福
祉
・
健
康
・
く
ら
し
」
の
知
識
や
、
「
創

造
・
表
現
」
能
力
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
能
力
を
活
か
し
て

乗
り
切
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員
ス
タ
ッ

フ
は
、
何
年
経
っ
て
も
皆
さ
ん
の
こ
と
が
気
に
か
か
る
も
の
で
す
。

悩
み
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
時
々
大

学
に
顔
を
出
し
、
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
仕
事
ぶ

り
や
近
況
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
み
、
作
っ

て
き
た
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、
こ
の
春
の
新
入
生
か
ら
創
造
・
表

現
能
力
育
成
に
関
わ
る
科
目
を
大
幅
に
増
設
し
、
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ

ザ
イ
ン
」
と
「
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
」
の
２
コ
ー
ス
制
で
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
中
学
美
術
」
「
高
校
美
術
」
「
高
校
工
芸
」

の
教
職
課
程
も
認
可
さ
れ
、
４
年
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
受

け
た
卒
業
生
も
続
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
ま
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
卒
業
生
と
し
て
先
頭
を
切
っ
て
社
会
の
荒
波
の
中
を
進
ん
で
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
す
る

と
共
に
、
健
康

に
留
意
さ
れ
快

適
な
日
々
を
過

ご
さ
れ
ま
す
よ

う
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

２
．
「
感
性
デ
ザ
イ
ン
同
窓
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科　

第
一
期
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

章
秀

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
初
め
て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
感

性
デ
ザ
イ
ン
学
科
第
一
期
生
と
し
て
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
同
窓
会
の

会
長
を
務
め
ま
す
、
平
章
秀
と
申
し
ま
す
。
今
年
３
月
に
大
学
を
卒

業
し
、
現
在
は
、
東
北
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
株
式
会
社
八
戸
営
業
所

に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
就
職
し
て
ま
だ
数
か
月
で
は
あ
り
ま
す
が
、

仕
事
の
厳
し
さ
と
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。
と
同
時

に
、
大
学
で
学
ん
だ
時
間
が
い
か
に
充
実
し
て
い
た
か
、
ど
れ
ほ
ど

恵
ま
れ
た
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
か
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
て
い
ま

す
。
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
養
っ
た
多
様
な
物
の
考
え
方
や
人
間
関

係
力
を
最
大
限
活
か
せ
る
よ
う
、
今
後
も
粘
り
強
く
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
．
在
学
生
か
ら
の

　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科　

３
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
ま
ど
か

　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
一
期
生
の

皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
？
大
学
で
先
輩
方
と
講
義

の
合
間
や
放
課
後
に
雑
談
を
し
た

り
、
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し

た
日
々
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
少
し
寂
し
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
社
会
人
の
生
活

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
先
輩
方
は

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
一
期
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
講
義
や
資
格
試
験
の

勉
強
な
ど
に
忙
し
く
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
の
学
生
生

活
も
残
り
半
分
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

ど
れ
だ
け
多
く
の
事
を
学
び
、
糧
に
す
る
か
は
自
分
の
意
欲
次
第
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
残
り
の
学
生
生
活
で
多
く
の
事
を
吸
収
し
、
先
輩
方
の
よ

う
に
明
る
い
未
来
を
切
り
開
け
る
人
間
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
．
同
窓
会
事
務
局
よ
り

　
　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部　

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科　

講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

信
行

　

こ
の
度
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
同
窓
会
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
感
性
デ
ザ
イ

ン
学
科
講
師
の
安
部
信
行
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
こ
の
度
、
初
め
て
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
か
ら
卒
業
生
を
輩
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
同
窓
会
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
本
当
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
八
戸
工
業
大
学
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。
本
学
で
、

こ
れ
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た

経
緯
も
あ
る
の
で
、
今
度
は
事
務
局
と

し
て
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

３
月
に
一
期
生
を
送
り
出
し
、
時
々

と
て
も
寂
し
く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
元

気
に
や
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
？
と
心
配
に
な
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。
一
期
生
と
は
、
私
が
大
学
院

生
で
Ｔ
Ａ
を
し
て
い
た
頃
か
ら
の
付
き

合
い
で
、
教
員
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
も

３
年
間
、
毎
日
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
特
別
な
存
在
で
す
。

で
す
か
ら
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
大

学
の
近
く
に
い
ら
し
た
際
に
は
是
非
と

も
感
性
デ
ザ
イ
ン
棟
へ
立
ち
寄
っ
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
で
も
大
歓
迎
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
個
人
的
な
報
告
で
す
が
、
４

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
研
究
室
に
所
属

し
て
い
た
卒
業
生
に
は
結
婚
式
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。
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感
性
同
窓
会

感
性
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告

活
動
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感
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会 

活
動
報
告



⑪

藤
田
和
博
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
に
輝
く

　

「
ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
東
北
２
０
０
９
」

　

「
ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」（
岩
手
大
学
他
）
が
主
催
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
「
ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
東
北
２
０
０
９
」
に
、
本
学
か
ら

応
募
し
た
作
品
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
優
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
作
品
や
制
作
支
援
技

術
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
受
賞
し
た
作
品
は
こ
の
春
シ
ス
テ
ム
情
報

工
学
科
を
卒
業
し
た
藤
田
和
博
さ
ん
（
青
森
県
出
身
）
が
、
卒
業
研
修
の
一

環
で
製
作
し
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
動
き
を
取
り
入
れ
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ

ン
ツ
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
こ
れ
が
世
界
の
ジ
ャ
ブ
や
」
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら
静
止
画
作
品
・
映
像
作
品
・
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
作
品
な
ど
75
点
の
応
募
が
あ
り
、
５
月
30
日
、
盛
岡
市

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示

会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
藤
田
さ
ん
の
作
品
が
５
点
の
優
秀
賞
の
一
つ
に
選

ば
れ
た
。

立
花
大
地
さ
ん

「
土
木
学
会
東
北
支
部
研
究
奨
励
賞
」 

 

　

受
賞

　

５
月
15
日
、
土
木
工
学
専
攻
博
士
前
期

課
程
の
立
花
大
地
さ
ん(

青
森
県
出
身)

が
、

「
平
成
20
年
度
土
木
学
会
東
北
支
部
研
究

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
、
同
支
部
よ
り
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

た
。

佐
々
木
崇
徳
さ
ん

「
電
気
学
会
東
北
支
部
優
秀
論
文
賞
」

　

受
賞

　

こ
の
春
電
気
電
子
工
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
を
修
了
し
た
佐
々
木
崇
徳
さ
ん
（
本

学
任
期
付
研
究
員
）
が
、
「
平
成
20
年
度
電
気
学
会
東
北
支
部
優
秀
論

文
賞
」
を
受
賞
し
、
４
月
24
日
に
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
同
支
部
通

常
総
会
の
席
上
で
表
彰
を
受
け
た
。

月
永
洋
一
教
授

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
協
会
賞
「
功
労

賞
」
を
受
賞

　

５
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
会
第
42
回
通
常
総
会
」
に
お
い

て
、
同
協
会
の
諸
事
業
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
の
発
展
に
多
大
な
る
貢

献
を
し
た
と
し
て
17
名
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
、
本
学
土
木
建
築
工
学
科
の

月
永
教
授
が
、
名
誉
あ
る
受
賞
者
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。

　
　

エ
コ
カ
ー
の
実
証
研
究
が
採
択

　

本
学
が
青
森
県
と
共
同
企
画
し
提
案
し
た
「
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
・

ｐ
Ｈ
Ｖ(

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車)

導
入
に
よ
る
低
炭
素
地
域
モ
デ

ル
構
築
事
業
」
が
、
経
済
産
業
省
の
新
規
事
業
「
低
炭
素
社
会
に
向
け
た

技
術
シ
ー
ズ
発
掘
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
経
済
産
業
省
が
公
募
し
た
も
の

で
、
全
国
で
36
件
の
提
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　

本
事
業
の
実
施
期
間
は
、
平
成
22
年
２
月
ま
で
、
事
業
総
額
は
１
億
６

千
万
円
、
経
済
産
業
省
が
全
額
補
助
す
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
県
内

外
の
企
業
、
大
学
、
自
治
体
等13

団
体
が
参
加
し
、
次
の
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
①
Ｅ
Ｖ
導
入
に
よ
る
CO2

削
減
効
果
の
見
え

る
化
と
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
と
の
連
動
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性
を
高

め
る
地
域
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
（
CO2

削
減
効
果
の
定
量
化
・
可
視

化
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
の
連
携
、
実
走
行
デ
ー
タ
に
よ
る
消
費
電
力
予
測

モ
デ
ル
の
構
築
、
給
電
ス
タ
ン
ド
の
設
置
に
よ
る
場
所
情
報
や
利
用
状
況

等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
提
供
）

②
Ｅ
Ｖ
・
ｐ
Ｈ
Ｖ
普
及
の
あ
い
路
解
消
に
向
け
た
歩
車
間
車
両
接
近
通
知

シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
携
帯
情
報
端
末
にEV
車
両
の
接
近
を
通
知
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
）

　

東
北
大
学
・
八
戸
工
業
大
学
・
青
森
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
融
合
事
業
開
始
式

　

二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
原
子
力

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
、
原
子
力
発
電
な
ど
多

く
の
事
業
所
が
立
地
す
る
青
森
県
は
、
最
近
で
は
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

国
際
研
究
活
動
が
始
ま
る
な
ど
、
今
後
原
子
力
分
野
の
拠
点
と
し
て
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
も
と
に
、
東
北
大
学
・
八
戸

工
業
大
学
・
青
森
県
連
携
融
合
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
開
始
式
が
５
月
25
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
原
子
力
の
教
育
・
研
究
を
３
つ
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
て
六
ヶ
所
地
域
な
ど
で
展
開
し
、
原
子
力
の
人
材
育

成
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
北
大
学
は

新
原
子
力
利
用
技
術
の
基
礎
研
究
、
八
戸
工

業
大
学
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
の
基

礎
研
究
な
ど
を
行
い
、
青
森
県
は
研
究
や
研

修
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
大
学
と
し
て
本

学
の
新
た
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
写
真
左
か
ら
古
川
健
治
六
ヶ
所
村
長
、
三
村
申

吾
青
森
県
知
事
、
井
上
明
久
東
北
大
学
総
長
、
庄

谷
征
美
本
学
学
長
、
櫻
井
繁
樹
文
部
科
学
省
審
議

官
）

■
同
窓
生
に
贈
る
言
葉

　

八
戸
工
業
大
学
で
の
三
十
七
年

　
　
　
　
　

准
教
授　

横
地　

弓
夫　

先
生
（
平
成
21
年
３
月
退
職
）

　

私
は
、
本
学
開
学
の
昭
和
47
年
４
月
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
電
気

工
学
科
で
は
一
回
生
80
名
の
入
学
生
を
迎
え
、
初
年
度
は
講
義
が
本
館
で

行
わ
れ
、
２
年
目
か
ら
は
電
気
工
学
棟
が
新
築
さ
れ
、
講
義
、
実
験
と
も

専
門
棟
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
験
は
準
備
が
出
来
て
い
な

か
っ
た
の
で
手
作
り
の
装
置
も
含
め
て
実
験
を
行
い
、
卒
業
研
修
も
同
様

で
戸
賀
沢
さ
ん
の
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
実
験
、
卒
研
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
研
修
で
は
、
研
究
室
に
は
数
年
間
は
門
脇
先
生
に
配
属
の
学
生
、
私

に
配
属
の
学
生
が
共
同
で
卒
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
研
修
は

50
万
ボ
ル
ト
の
試
験
変
圧
器
を
用
い
た
碍
子
の
活
線
洗
浄
、
磁
性
材
料
な

ど
色
々
の
テ
ー
マ
の
卒
業
研
修
を
行
っ
た
卒
研
生
と
の
一
年
間
、
ま
た
、

講
義
、
実
験
そ
し
て
担
任
と
し
て
の
学
生
と
の
思
い
出
を
思
い
起
こ
し
て

い
ま
す
。
37
年
間
勤
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
私
の
為
に
ご
支
援
を
下

さ
っ
た
卒
業
生
、
教
職
員
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
末
筆
で
す
が
卒
業

生
諸
君
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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ス
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ニ
ュ
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同
窓
会
ニ
ュ
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同
窓
会
ニ
ュ
ー
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



バーコード表示のある振込用紙

は下記コンビニエンスストアで

ご利用いただけます。ただし、

金額訂正された振込用紙はコン

ビニエンスストアではお取扱い

できませんのでご注意ください。

（料金収納取扱表示のある店）

くらしハウス　 　生活彩家
スリーエイト　　 タイムリー
ハート・イン 　　エブリワン
スパー（北海道・九州）

収納代行

岐阜市日置江1-58
（058）279-3482

住所未確認者ご協力のお願い

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
１
２
０
－
１
０
－
９
１
８
４

表面の住所未確認者は現在住所の判らない方々で、貴方の同期に近い方と、ご近所の方を抜粋しました。
ご提供いただいた不明者情報は掲載にあたり、ご本人の確認を取りますので安心してお寄せ下さい。
尚、整理№は必ずご記入下さい。また、情報を頂いた方でまだ記載されている方は、現在確認中です。

◆住所未確認者消息欄
学校名
※必ずご記入ください

整 理 Ｎｏ． 現 姓 （旧姓） 名 前 〒 ・ 自 宅 住 所 ・ 電 話 番 号

〒

察

〒

察

〒

察

〒

察

〒

察

〒

察

〒

察

　個人情報取扱いについて
　同窓会では会員の皆様に役立つ活動と信頼をいただく組織作りの為、個人情報については、以下の考え方
に沿って、適正な管理を行い、正確性・機密性の保持に努めています。

１．情報を収集する目的
　　・会則に基づく同窓会活動の事務局からの連絡。
　　・母校からのお知らせ。
　　・同窓会開催の為の連絡。

２．収集する情報の種類
　　・氏名・住所・電話番号・勤務先名と電話番号。
　　・その他に必要がある場合は、生年月日・在学時クラブ・最終学歴・メールアドレスなどがあります。

３．情報の収集方法
　　・学校との十分な安全措置を講じたうえで、卒業時の情報を基礎データとし、より正確な情報を得る為、
　　　事業の都度できるかぎりご本人の申告を募っております。
　　・原則的には郵送での連絡となりますが、名簿作成時などは事前に郵送でご連絡した後、電話確認をさ
　　　せていただく場合があります緊急時においては、電話もしくはメールでの確認などの場合もあります。

４．情報の提供
　　同窓会では、次の場合を除いて会員様の情報を利用したり外部に提供することはありません。
　　・会員ご本人が同意されている場合。

　　・法令により必要と判断される場合。
　　・会員の皆様または公共の利益の為に必要であると考えられる場合。
　　・母校より提供を求められた場合。

５．預託業者
　　業務を外部へ預託する場合は預託業者の機密性を考慮し、個人情報に関する「秘密保持契約書」を締結
し　　たうえで預託し、預託後も十分に管理監督を行います。
　　上記で定める業務預託している業者は以下の通りです。
　　株式会社イーピーエス　　　　東京都足立区舎人3-11-26EPS　℡03-5839-3456

６．情報の管理方法
　　会員の皆様の情報を正確、最新なものにするよう常に適切な措置を講じています。
　　また、会員以外の不当な名簿の入手や目的以外の不正利用防止に、最善を尽くし個人情報保護に関する
　　管理の体制と仕組みについて継続的改善を実施いたします。

７．会員ご本人の情報の開示、訂正、削除のご請求
　　・会員ご本人からご自身に関する情報の開示・修正・削除のご依頼があった場合はご本人であることを
　　　確認させていただいたうえで、すみやかに対応いたします。
　　・原則的に名簿作成時には同窓会で管理している最新情報を、名簿に収録致しますが、名簿への掲載拒
　　　否・会報誌等の郵便物の受取拒否及び登録内容の変更・訂正及などがございましたら、ご本人の意思

　　　を最優先致しますので、裏面のフリーダイヤル又はフリーファックスにてご連絡ください。　　個

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますの
　で、汚したり、折り曲げたりしない
　でください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便
　局の払込機能付きＡＴＭでもご利用い
　ただけます。
・この用紙を、ゆうちょ銀行又は郵便
　局の渉外員にお預けになるときは、
　引換えに預り証を必ずお受け取り
　ください。
・ご依頼人様からご提出いただきま
　した払込書に記載されたおところ、
　おなまえ等は、加入者様に通知する
　場合があります。
・この受領証は、払込みの証拠となる
　ものですから大切に保管してくだ
　さい。

（ゆうちょ銀行又は、郵便局用）

この場所には何も記載しないでください。
この払込取扱票は機械で処理しますので、中央の欄を汚さないよう特にご注意

ください。また、本票を折ったり曲げたりしないでください。（ゆうちょ銀行）
収入印紙

３万円以上

貼　　　付

印

情報提供者名　　　　　　　　　　様　（整理№）
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　皆様からお預かりしている個人情報をご確認いただくために、お預かりしている情報を印字して毎年発送しておりま
す。また、皆様の身近な方で、住所が不明な方のお名前を掲載しております。会報が発送できないだけではなく、同窓
会・同期会開催時のお知らせなどをお送りすることができませんので、住所判明にご協力をお願いします。
　住所不明の方に事務局の連絡先をお教え頂き、事務局宛にご連絡いただけるようお伝え頂けるだけで十分です。
　プライバシーマーク認定会社に管理を委託しておりますので、安心して情報をお寄せください。

同
封
物
の
見
方

同
封
物
の
見
方

同
封
物
の
見
方同窓会活動を永続的なものとするために賛助金（ご寄付）を募っており

ます。任意ではございますが、ご協力をお願いいたします。

住所・お勤め先が変わられた方で、ＦＡＸをご利用の際ご利用下さい。

住所未確認（不明者）リスト
現在、住所が判らず会報等がお届けできない方々です。貴方の同期に
近い方と、ご近所の方を抜粋しました。
　ご存知の方がいらっしゃいましたら、情報をお寄せ下さい。また、
ご提供いただきました情報の取り扱いについては細心の注意を払って
おりますので、安心して情報をお寄せ下さい。

貴方の整理番号です。

現在、同窓会でお預かりしている貴方の情報です。

住所未確認者をお知らせいただくのにご利用下さい。

お近くの郵便局または、コンビニエンスストアをご利用下さい。

協賛金のお願協賛金のお願い協賛金のお願協賛金のお願い協賛金のお願い

●
ご
家
族
の
方
へ

　

本
誌
同
窓
会
報
を
ご
家
族
の
方
が
見
て
同
窓
生

本
人
が
見
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
お

手
数
で
す
が
、
ご
子
女
に
了
承
い
た
だ
き
同
封
の

表
紙
に
ご
子
女
現
住
所
等
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
フ
リ
ー
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
送
付
下
さ
い
。

●
同
窓
生
の
皆
様
へ

　

会
報
が
届
か
な
い
、
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ

た
同
窓
生
が
お
り
ま
し
た
ら
、
本
部
事
務
局
ま
で
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
付
先
（
氏
名
、
現
住
所
、

学
籍
番
号
ま
た
は
卒
業
年
科
）
を
連
絡
す
る
よ
う

お
伝
え
下
さ
い
。
ま
た
現
住
所
等
変
更
に
な
り
ま

し
た
ら
、
速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同窓会事務局の連絡先（各種連絡先としてご利用下さい）

本部事務局（学務部学生課）
TEL.0178-25-8027  E-mail:dosokai@hi-tech.ac.jp

機械工学科・産業機械工学科・機械情報技術学科（機械情報技術学科事務室）
TEL.0178-25-8010  　　　　　　　E-mail:dosokai-m@hi-tech.ac.jp

電気工学科・電気電子工学科（電子知能システム学科事務室）
TEL.0178-25-8020 　　　　　　　 E-mail:dosokai-e@hi-tech.ac.jp

土木工学科・環境建設工学科（シビル会事務室）
TEL.0178-25-8067 　　　　　　　 E-mail:dosokai-c@hi-tech.ac.jp

建築工学科（建築工学科事務室）
TEL.0178-25-8040 　　　　　　　 E-mail:dosokai-a@hi-tech.ac.jp

エネルギー工学科・生物環境科学工学科（生物環境化学工学科事務室）
TEL.0178-25-8050 　　　　　　　 E-mail:dosokai-p@hi-tech.ac.jp

システム情報工学科（システム情報工学科事務室）
TEL.0178-25-8010 　　　　　　　 E-mail:dosokai-i@hi-tech.ac.jp

感性デザイン学科（感性デザイン学科事務室）
TEL.0178-25-8070 　　　　　　　 E-mail:dosokai-k@hi-tech.ac.jp

同窓会事務局から

〈お問い合せ〉〈お問い合せ〉〈お問い合せ〉
フリーダイヤル　0120-10-9899（内線92）平日10:00～16:00
フリーＦＡＸ　0120-10-9 1 84　24時間受付

貴方の学籍番号です。
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